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そこで本論では、 E ・カッシーラーのフィードラー批判および G ・ベームのフィードラ一理解を参解しながら、具
体的に造形活動を解釈しようとする際に、また、受容者(非芸術家)が芸術家に追随して活動の過程を経験しようと
する際に生じる困難および、その発生の背景を検討している。実のところ、カッシーラーはフィードラー批判に徹し
ているわけではなく、フィードラーをむしろ彼自身の「芸術考察における保証人J (H ・ぺッツォルト)として引き
合いに出しており、両者は基本的なところでは一致している o このような理由から、本論では、さらにカッシーラー
自身の文化哲学へと考察を広げ、フィードラーが残した問題を検討し、フィードラーの思想とカッシーラーのそれと
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を相補的に付き合わせて、造形活動を理解するための望ましいあり方を探求しているo
論文審査の結果の要旨
本論文の目的は、フィードラーの造形思想とカッシーラーの哲学との比較を通じて、 19世紀にフィードラーが発し
た問について再考し、造形活動についての理解の深化を計ることであるo このフィードラーとカッシーラーとの比較
論考という論文のテーマ自体、フィードラー研究を積み重ねてきた学位申請者独自の設定によるものであり、このこ
とが先ず評価されるべきである o
本論では、先ず、カッシーラーがフィードラーの芸術論集(1909) を読んでいた事実を遺稿などから明らかにした
上で、古今の美学に関する学説や芸術理論のほとんどを批判のための踏み台としているカッシーラーが、その芸術思
想において、フィードラーの芸術論と基本的なところでは一致していることを指摘している。さらにフィードラーが、
芸術作品のもつ効果よりも、造形活動の過程に造形芸術本来の意義と価値を見出していることに注目しているところ
も、本論の重要な視点の一つであるo
以上ような目的をもって、いくつかの視点を設定して研究を積み重ねた結果、本論は、カッシーラーを通してフィー
ドラーを読み直すことによって、「純粋視覚の理論」というレッテルの陰に隠れていたフィードラーの思想を理解し
ようとしている O つまり、フィードラーが言語活動とのアナロジーで芸術活動を捉えていることを手がかりに、造形
活動を理解する可能性を見出せたとしているo
この結論は、結局、造形芸術を言語活動とのアナロジーとして捉えることになるのではないかという反論を呼ぶも
のではあるが、フィードラーは、コミュニケーション手段という機能よりも、世界を構築し、存在せしめる働きとし
て言語を考えているのであり、その点では芸術活動も同様であるとしている。つまり、言語活動が芸術活動に優先し
てなされていると考えているわけではなし、。フィードラーは、言語についての議論や考察が(例えばフムボルトなど
によって)先行的になされて成果を挙げており、芸術も同様に然るべきかたちで扱われ、考察の対象とされるべきで
ある、とも論じているo 本論文においては、造形言語が普通の言語とどのように違い、特殊なものであるかが、必ず
しも十分に論じ切られているとは言えないが、言語活動とのアナロジーからでは把握できない芸術活動の特殊性も指
摘され、行き届いた考察が行なわれているO 以上のような理由から、本審査委員会は一致して、ここに本論文を博士
(文学)の学位を授与するに値するものであると認定する O
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